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I.研 究 目的 近 年 ,身 近 に見 られた メダカな どの生物が絶滅危倶種 に選定 され る

な ど,水 田地帯の生態系には著 しい変化が見 られ る,水 田地帯の生態系が破壊 され

てきた原因 として,これ までの生産性 ・効率性 を重要視 した工法による整備事業が挙

げ られ る.本 研究では,生 態系を配慮 した整備事業のあ り方を模索す るため,地 域

の特性 に注 目し,環境配慮型水路 と整備水準の異なった水路において調査 ・研究を行

った。      ・

Ⅱ.調 査地 区 岐 阜県西南部に位置す る安人郡輪之内町において,環 境配慮型水路

が設置 されている道下地区 と,異 なる整備水準の水路が存在す る本戸地区で調査 を

行 つた。道下地区では 2006年 2月 に生物相豊かな土水路であった下流部が埋 め立

て られ ,そ の代替地 として上流部 に設置 された環境配慮型水路(魚道 ・魚巣ブ ロック・

多段河床 。多段護岸 。ノダ。ジャカ ゴ)において調査を行った。本戸地区では今年整備

された新水路(深さ 90cm,堆 積 ・植 生な し)と旧水路(深さ 60cm,堆 積 ・植生あ り)に

おいて調査 を行 つた。

III.方法  魚 類調査 として,カ ゴ網 ・サデ網 ・タモ網によ り水路内の魚類 を捕獲 し,

体長演J定を行 つた。また,水 質調査 (pH・EC・水温 ・DO)及 び水理調査 (水深 ・堆積 の演J

定 。と区の有無)を行い,生 癌、環境 と生癌、状況の関係 を調べた。

Ⅳ ,結 果及び考察 (道下地区)①魚類の確認  全 調査地点において多 くの魚種の生

癌、が確認できた(14種 )。しか し,昨 年 ,下 流部で確認 された ツナ ギや ツチフキ, ド

ジ ョウな どの魚種はほ とん ど確認 出来なかったため,底 生魚 の移動が困難であった

と考 えられ る。②繁殖地の確認  全 調査地点において稚魚が確認 され ,繁 殖が行わ

れている事が分かつた。また,水 路の形態によつて繁殖す る魚種 に違いが見 られ ,

水路特性 が活か された結果 となった。③越冬地の確認  水 路床 の掘 り下げによ り水

深が大きくなっている地点,植 生の繁茂 している地点及び堆積が多い地点で多 くの

魚類 が越冬 していた。④水路による生息状況の違い 土 水路 ・花いかだでは時期 ご

とに様 々な魚種が捕獲 された.昨 年設置 された ソダでも多 くの魚種が捕獲 され ,安

定 した生癌、地 となっている。ブルーギルの稚魚が下流部か ら生癌、域 を広げてお り,

水路内での繁殖が懸念 され る.(本戸地区)①魚類 の確認  旧 水路ではメダカ・カ ワバ

タモ ロヨ。ドジ ョウな どが捕獲 された。新水路ではメダカ・ギンブナが多 く捕獲 され

た。②整備水準による生息環境の違い  旧 水路では,年 間を通 して多 くの個体が確

認 された。特 にカ ワハ えモ ロ
コが多 く生癌、していた。 しか し,季 節 による水深の変

化が大 きく,非濯滋期において上流部は堰によ り生癌、可能な水深が保たれているが ,

下流部 では水門の開放 により,水域が分断・減少 して生癌、が困難 になる地点が存在 し

ている。新水路では,水 深の変化 は旧水路に比べて小 さいが,カ ワバ タモ ロコ・ドジ

ョウはあま り見 られなかった。ギンブナが確認 されたが,こ れ は春の大雨の時に遡

上 ・産卵 した魚で ,中 干 し時に流下 して しまったため
一時的な生息に留まっていた。
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